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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　箱桁のウェブ部にＰＣ鋼棒が配置されてプレストレスが付与されたＰＣ箱桁橋のせん断

補強工法であって、

　前記ＰＣ鋼棒が負担するウェブ部のせん断応力を負担可能な新たなせん断補強を前記ウ

ェブ部の片側又は両側に行うせん断補強工程と、

　前記ＰＣ鋼棒に付与されたプレストレスを弛緩又は解除するプレストレス解除工程と、

を有すること

　を特徴とするＰＣ箱桁橋のせん断補強工法。

【請求項２】

　前記プレストレス解除工程では、前記ＰＣ鋼棒を切断して除去すること

　を特徴とする請求項１に記載のＰＣ箱桁橋のせん断補強工法。

【請求項３】

　前記せん断補強工程では、補強繊維を用い、その補強繊維の端部の前記ウェブ部への定

着を、前記補強繊維に鋼板を接着し、その鋼板をコンクリート躯体に固定することで行う

こと

　を特徴とする請求項１又は２に記載のＰＣ箱桁橋のせん断補強工法。

【請求項４】

　前記せん断補強工程では、前記ウェブ部に補強繊維を所定間隔を置いて縞状に配置する

こと
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　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 軸 方 向 力 を 拘 束 し な い よ う に 前 記 鋼 板 を 離 間 し て 設 置 す る こ

と

　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 後 施 工 ア ン カ ー を 用 い て 前 記 鋼 板 を コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定

し 、 前 記 鋼 板 の 自 重 を 後 施 工 ア ン カ ー で 負 担 さ せ て い る こ と

　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 前 記 鋼 板 と し て 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 を 用 い 、 当 該 偏 心 ヘ ッ ド

付 き 鋼 板 の 偏 心 ヘ ッ ド を 前 記 コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 埋 設 し て 経 時 硬 化 材 で 固 着 す る こ と に よ

り 、 前 記 補 強 繊 維 の 端 部 の 前 記 ウ ェ ブ 部 へ の 定 着 を 前 記 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 で 上 か ら 押 さ

え 付 け て 止 付 け て い る こ と で 行 う こ と

　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に 関 す る も の で あ り 、 詳 し く は 、 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の

Ｐ Ｃ 鋼 棒 の プ レ ス ト レ ス を 弛 緩 又 は 解 除 し て 代 わ り に 他 の せ ん 断 補 強 を 施 工 す る Ｐ Ｃ 箱 桁

橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 曲 げ モ ー メ ン ト に よ る 大 き な 圧 縮 力 に 抵 抗 で き る こ と や 補 強 材 な ど が 配 置 し や す

い 断 面 の 特 性 か ら 、 主 桁 の 断 面 形 状 を 箱 形 と し て そ の 側 面 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 鉛 直 方 向 や 斜 め に

配 置 し て ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 に よ り プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ た Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 が 知 ら れ て い

る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 せ ん 断 力 に 抵 抗 す る た め に 箱 桁 の ウ ェ ブ ４ １ に Ｐ Ｃ 鋼 棒 で あ

る 緊 張 材 ４ ３ が 鉛 直 方 向 に 配 置 さ れ て プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ た Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 が 開 示 さ れ て

い る （ 特 許 文 献 １ の 明 細 書 の 段 落 ［ ０ ０ ３ ２ ］ 、 図 面 の 図 １ ０ 等 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 を は じ め 、 こ の 種 の Ｐ Ｃ 鋼 棒 で プ レ ス ト レ ス が

付 与 さ れ た Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 は 、 経 年 劣 化 に よ り 、 プ レ ス ト レ ス が 減 少 し た り 、 破 断 し て Ｐ Ｃ 鋼

棒 の 一 部 が 床 版 か ら 飛 び 出 し た り す る 事 故 の お そ れ も あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 に 、 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 な ど の 橋 梁 は 、 広 い 道 路 を 跨 ぐ 高 架 橋 と し て 構 築 さ れ 、 下 方 を 鉄 道 や

他 の 道 路 が 走 っ て い る 状 況 と な っ て い る こ と が 多 く 、 破 断 し て 飛 び 出 し た Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 一 部

が 下 方 に 落 下 し 、 道 路 を 通 行 し て い る 人 や 自 動 車 、 列 車 に 当 た る と い う 大 事 故 に 繋 が る 危

険 性 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 従 来 で は 、 こ の よ う な 問 題 に は 、 破 断 し て も Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 飛 び 出 さ な い よ う に 、 道 路 面 側

に 繊 維 材 を 貼 り 付 け る な ど 、 対 処 療 法 で し か 無 い 解 決 方 法 し か 存 在 し な か っ た 。 例 え ば 、

特 許 文 献 ２ に は 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 橋 梁 １ １ の 定 着 具 １ ６ と 支 圧 板 が 密 着 す る

程 度 の 低 い 張 力 で 緊 張 し た 外 ケ ー ブ ル １ ３ を 配 設 し た プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 橋 梁 構

造 １ ０ で あ っ て 、 前 記 外 ケ ー ブ ル を 緊 張 す る 緊 張 機 構 １ ４ と 、 前 記 外 ケ ー ブ ル の 張 力 変 動

を 検 出 す る 検 出 手 段 １ ５ と を 設 け 、 前 記 検 出 手 段 が 前 記 外 ケ ー ブ ル の 張 力 を 定 量 的 に モ ニ

タ リ ン グ す る プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 橋 梁 構 造 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ の 特 許

請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ 、 明 細 書 の 段 落 ［ ０ ０ １ １ ］ ～ ［ ０ ０ ２ １ ］ 、 図 面 の 図 １ ～ 図 ５ 等

参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 橋 梁 構 造 は 、 確 か に 、 既 設 橋

梁 の Ｐ Ｃ 鋼 材 が 破 断 し た こ と を 知 る こ と は で き る も の の 、 常 に 監 視 す る 必 要 が あ り ラ ン ニ

ン グ コ ス ト が 嵩 む う え 、 前 述 の よ う に 、 対 処 療 法 の 域 を 出 ず 、 根 本 的 な 解 決 方 法 で は 無 か

っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ れ ら に 鑑 み 、 本 発 明 の 発 明 者 ら は 、 経 年 劣 化 に よ り 破 断 し て 床 版 か ら 飛 び 出 す お そ れ

の あ る Ｐ Ｃ 鋼 材 の プ レ ス ト レ ス を 予 め 弛 緩 又 は 解 除 し て 代 わ り に 他 の せ ん 断 補 強 を 施 工 す

る こ と を 考 え 出 し た 。 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の 側 面 部 分 を せ ん 断 補 強 す る 方 法 と し て は 、 （ １ ） 鋼 板

接 着 工 法 、 （ ２ ） Ｐ Ｃ 補 強 工 法 、 （ ３ ） 繊 維 補 強 工 法 等 が 考 え れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 し か し 、 （ １ ） 鋼 板 接 着 工 法 は 、 鋼 板 が 重 く 、 ク レ ー ン な ど の 揚 重 機 が 必 要 で あ り 施 工

性 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 補 強 工 事 に よ り 構 造 設 計 時 よ り Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の 自 重 が

増 え て し ま い 、 橋 脚 や 支 承 等 悪 影 響 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 （ ２ ） Ｐ Ｃ 補 強 工 法 は 、 外 ケ ー ブ ル の 形 状 等 を 安 定 さ せ る た め に 、 定 着 部 や 偏 向

部 を 設 け る 必 要 が あ り 、 施 工 性 が 悪 く 、 工 期 が 長 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 さ ら に 、 （ ３ ） 繊 維 補 強 工 法 で は 、 繊 維 補 強 と し て 一 般 的 な 炭 素 繊 維 を 使 用 す る 場 合 、

補 強 後 の 補 強 繊 維 の 経 年 劣 化 の 状 況 を 目 視 で 確 認 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 補

強 繊 維 は 、 端 部 の 定 着 方 法 に よ り 全 体 の 強 度 が 決 ま っ て し ま い せ っ か く の 補 強 繊 維 の 繊 維

強 度 が 生 か し 切 れ て い な い と い う 問 題 も あ っ た 。 そ の 上 、 炭 素 繊 維 の 定 着 方 法 と し て 知 ら

れ て い る Ｃ Ｆ ア ン カ ー は 、 施 工 手 順 に 手 間 が か か り 施 工 期 間 が 増 大 し て 工 費 も 増 大 し て し

ま う と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 例 え ば 、 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 で は 無 い が 、 橋 梁 を 補 強 繊 維 で せ ん 断 補 強 す る 方 法 と し て は 、 特 許

文 献 ３ に 、 Ｆ Ｒ Ｐ 格 子 筋 を コ ン ク リ ー ト 棒 部 材 に 固 定 後 、 セ メ ン ト や ポ リ マ ー の モ ル タ ル

を 増 厚 す る 増 厚 工 法 に お い て 、 前 記 Ｆ Ｒ Ｐ 格 子 筋 を 固 定 す る 前 記 コ ン ク リ ー ト 面 は 、 コ ン

ク リ ー ト 棒 部 材 の ウ エ ブ 面 で あ り 、 前 記 Ｆ Ｒ Ｐ 格 子 筋 を 固 定 す る 前 に 、 前 記 ウ エ ブ 面 を ウ

ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 、 シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト 、 又 は サ ン ド ブ ラ ス ト を 用 い て 下 地 処 理 し 、 且 つ 、

前 記 Ｆ Ｒ Ｐ 格 子 筋 は 、 リ ベ ッ ト ア ン カ ー を 使 用 し て 、 前 記 ウ エ ブ 面 に 固 定 す る コ ン ク リ ー

ト 補 強 方 法 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ の 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ 、 明 細 書 の 段 落 ［

０ ０ ３ １ ］ ～ ［ ０ ０ ４ ５ ］ 、 図 面 の 図 １ ～ 図 ５ 等 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 補 強 方 法 も 、 下 地 処 理 等 に 手 間 や 時 間 が か か

り 、 前 述 の 繊 維 補 強 工 法 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き る も の で は 無 か っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ １ ２ １ ８ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － １ ２ ７ ０ ５ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ９ ７ ５ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 問 題 に 鑑 み て 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ

ろ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 断 裂 に よ る 飛 び 出 し 事 故 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 施 工

が 安 全 に 短 時 間 で 安 価 に 行 え る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ６ 】
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　 請 求 項 １ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 箱 桁 の ウ ェ ブ 部 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 配 置 さ れ

て プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ た Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 で あ っ て 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 負 担

す る ウ ェ ブ 部 の せ ん 断 応 力 を 負 担 可 能 な 新 た な せ ん 断 補 強 を 前 記 ウ ェ ブ 部 の 片 側 又 は 両 側

に 行 う せ ん 断 補 強 工 程 と 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 棒 に 付 与 さ れ た プ レ ス ト レ ス を 弛 緩 又 は 解 除 す る プ

レ ス ト レ ス 解 除 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 請 求 項 １ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補

強 工 法 に お い て 、 前 記 プ レ ス ト レ ス 解 除 工 程 で は 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 切 断 し て 除 去 す る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 ３ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ

ん 断 補 強 工 法 に お い て 、 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 補 強 繊 維 を 用 い 、 そ の 補 強 繊 維 の 端 部

の 前 記 ウ ェ ブ 部 へ の 定 着 を 、 前 記 補 強 繊 維 に 鋼 板 を 接 着 し 、 そ の 鋼 板 を コ ン ク リ ー ト 躯 体

に 固 定 す る こ と で 行 う こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ４ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 請 求 項 ３ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補

強 工 法 に お い て 、 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 前 記 ウ ェ ブ 部 に 補 強 繊 維 を 所 定 間 隔 を 置 い て

縞 状 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 ５ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ

ん 断 補 強 工 法 に お い て 、 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 軸 方 向 力 を 拘 束 し な い よ う に 前 記 鋼 板

を 離 間 し て 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 ６ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 請 求 項 ５ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補

強 工 法 に お い て 、 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 後 施 工 ア ン カ ー を 用 い て 前 記 鋼 板 を コ ン ク リ

ー ト 躯 体 に 固 定 し 、 前 記 鋼 板 の 自 重 を 後 施 工 ア ン カ ー で 負 担 さ せ て い る こ と を 特 徴 と す る

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 請 求 項 ７ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 は 、 請 求 項 ５ に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補

強 工 法 に お い て 、 前 記 せ ん 断 補 強 工 程 で は 、 前 記 鋼 板 と し て 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 を 用 い 、

当 該 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 の 偏 心 ヘ ッ ド を 前 記 コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 埋 設 し て 経 時 硬 化 材 で 固

着 す る こ と に よ り 、 前 記 補 強 繊 維 の 端 部 の 前 記 ウ ェ ブ 部 へ の 定 着 を 前 記 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼

板 で 上 か ら 押 さ え 付 け て 止 付 け て い る こ と で 行 う こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 請 求 項 １ ～ ７ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 プ レ ス ト レ ス 解 除 工 程 を 有 す る の で 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 断

裂 に よ る 飛 び 出 し 事 故 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 特 に 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 切 断 し て 除 去 す る の で 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 断

裂 に よ る 飛 び 出 し 事 故 の お そ れ を 完 全 に 払 拭 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 特 に 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 補 強 繊 維 に 鋼 板 を 接 着 し 、 そ の 鋼 板 を コ ン ク リ ー

ト 躯 体 に 固 定 す る こ と で 行 う の で 、 折 り 曲 げ 等 に 弱 い と い う 補 強 繊 維 の 弱 点 を 鋼 板 で 補 っ

て 定 着 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 補 強 繊 維 の 強 度 を 最 大 限 に 発 揮 し て 、 端 部 の 定 着

方 法 に よ り 全 体 の 補 強 強 度 が 決 ま っ て し ま い せ っ か く の 補 強 繊 維 の 繊 維 強 度 が 生 か し 切 れ

て い な い と い う 問 題 を 解 消 す る こ と が で き る 。 そ れ に 加 え 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば

、 せ ん 断 補 強 工 事 の 施 工 が 安 全 か つ 短 時 間 に 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 施 工 費 を 低 減

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 特 に 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 ウ ェ ブ 部 に 補 強 繊 維 を 所 定 間 隔 を 置 い て 縞 状 に 配
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置 す る の で 、 補 強 繊 維 が 不 透 明 な 炭 素 繊 維 で あ っ た と し て も 、 ウ ェ ブ 部 の お け る ひ び 割 れ

等 の 発 生 の 有 無 等 を 目 視 で 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 特 に 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 鋼 板 を 離 間 し て 設 置 す る の で 、 軸 方 向 力 を 拘 束 せ

ず 、 鋼 板 や 補 強 繊 維 に 不 要 な 応 力 が 作 用 せ ず 、 ウ ェ ブ 部 に 作 用 す る 水 平 方 向 の せ ん 断 力 の

み を 負 担 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 効 果 的 に せ ん 断 補 強 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 特 に 、 請 求 項 ６ 及 び ７ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 せ ん 断 補 強 工 事 の 施 工 が さ ら に 安 全 か つ 短

時 間 に 行 う こ と が で き る と と も に 、 補 強 繊 維 の 端 部 の ウ ェ ブ 部 へ の 定 着 を 確 実 に 行 う こ と

が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を 適 用 す る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の 構

成 を 示 す 鉛 直 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 上 の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 に 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を 適 用

し て せ ん 断 補 強 を 行 っ た 箱 桁 橋 を 示 す 鉛 直 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 上 の 箱 桁 橋 の ウ ェ ブ 部 の せ ん 断 補 強 を 水 平 方 向 に 見 た 部 分 拡 大 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 上 の 箱 桁 橋 の ウ ェ ブ 部 の せ ん 断 補 強 の 上 端 付 近 を 示 す 部 分 拡 大 鉛 直 断 面 図 で あ

る 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） は 、 同 上 の 箱 桁 橋 の ウ ェ ブ 部 の せ ん 断 補 強 の 変 形 例 を 示 す 部 分 拡 大 鉛 直 断

面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 の み を 水 平 方 向 に 見 た 立 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 と し て 桁 の ウ ェ ブ の 内

側 に せ ん 断 補 強 を 行 っ た 箱 桁 橋 を 示 す 鉛 直 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 床 版 防 水 層 施 工 シ ス テ ム 及 び 床 版 防 水 層 施 工 方 法 の 一 実 施 形 態 に つ

い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 １ ～ 図 ５ を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に つ い て 説

明 す る 。 先 ず 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を 適 用 す る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 に つ

い て 簡 単 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を 適

用 す る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の 構 成 を 示 す 鉛 直 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 を 適 用 す る 前 提 条 件 は 、 箱 桁 の ウ ェ ブ 部 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 配 置 さ れ て プ レ ス ト レ ス が

付 与 さ れ た 図 １ に 示 す Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 １ に お い て 、 発 錆 な ど の 経 年 劣 化 等 に よ り に Ｐ Ｃ 鋼 棒 に

負 荷 さ れ た プ レ ス ト レ ス が 少 な く と も 設 計 時 に 想 定 し た 値 よ り 低 下 し て い る こ と で あ る 。

こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 箱 桁 の ウ ェ ブ 部 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 鉛 直 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た Ｐ

Ｃ 箱 桁 橋 １ の プ レ ス ト レ ス が 設 置 時 よ り 低 下 し て い る こ と を 想 定 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 １ は 、 上 床 版 部 １ ０ と 下 床 版 部 １ １ と こ れ ら を 繋 ぐ 左 右

一 対 の ウ ェ ブ 部 １ ２ な ど 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 １ は 、 こ れ ら の 上 床 版 部

１ ０ と 下 床 版 部 １ １ と ウ ェ ブ 部 １ ２ と で 囲 ま れ た 空 間 が 中 空 部 １ ３ と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ し て 、 一 対 の ウ ェ ブ 部 １ ２ に は 、 水 平 力 に 対 抗 す る せ ん 断 補 強 と し て Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ （

Ｐ Ｃ 鋼 材 ） が 挿 通 さ れ て 、 こ の Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ に プ レ ス ト レ ス が 負 荷 さ れ て い る 。 し か し 、

こ の プ レ ス ト レ ス が 経 年 劣 化 等 に よ り 設 計 時 に 想 定 し た 値 よ り 低 下 し て い る 状 態 と な っ て

い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

（ せ ん 断 補 強 工 程 ）

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 で は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ が 負 担 す る ウ
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ェ ブ 部 １ ２ の せ ん 断 応 力 を 負 担 可 能 な 新 た な せ ん 断 補 強 を 行 う せ ん 断 補 強 工 程 を 行 う 。 こ

こ で 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ が 負 担 す る ウ ェ ブ 部 １ ２ の せ ん 断 応 力 を 負 担 可 能 と は 、 構 造 設 計 時 に

、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ が ウ ェ ブ 部 １ ２ に 挿 通 さ れ て お ら ず 、 プ レ ス ト レ ス が 無 か っ た と し た 場 合

で も 、 Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 １ に 作 用 す る せ ん 断 応 力 （ 水 平 力 ） に 対 抗 で き る せ ん 断 補 強 を 行 う こ と

を 指 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ２ は 、 図 １ の Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 １ に 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を

適 用 し て せ ん 断 補 強 を 行 っ た 状 態 を 示 す 鉛 直 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 せ ん 断 補 強 を

行 っ た 箱 桁 橋 １ の ウ ェ ブ 部 １ ２ を 水 平 方 向 に 見 た 部 分 拡 大 側 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 箱 桁 橋

１ の ウ ェ ブ 部 １ ２ の せ ん 断 補 強 の 上 端 付 近 を 示 す 部 分 拡 大 鉛 直 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法

で は 、 先 ず 、 接 着 材 を 用 い て 補 強 繊 維 を ウ ェ ブ 部 １ ２ の 両 側 の 外 面 に 接 着 す る 。 勿 論 、 Ｐ

Ｃ 鋼 棒 １ ４ の 劣 化 の 状 況 に 応 じ て 、 ウ ェ ブ 部 １ ２ の 片 側 の 外 面 の み せ ん 断 補 強 を 施 し て も

よ い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 補 強 繊 維 と し て 炭 素 繊 維 ２ （ カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー ） を 用 い る 。

但 し 、 本 発 明 に 係 る 補 強 繊 維 は 、 炭 素 繊 維 に 限 ら れ ず 、 ガ ラ ス 繊 維 、 ビ ニ ロ ン 繊 維 、 ポ リ

オ レ フ ィ ン 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 ア ラ ミ ド 繊 維 、 バ サ ル ト 繊 維 等 と

す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 工 程 で は 、 炭 素 繊 維 ２ を コ ン ク リ ー ト に 接 着 す る 接 着 材 は 、 ア ル カ リ 性 に 強 い

エ ポ キ シ 樹 脂 を 採 用 し て い る 。 勿 論 、 本 発 明 に 係 る 接 着 材 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 に 限 ら れ ず 、

ア ク リ ル 樹 脂 や セ メ ン ト 系 樹 脂 な ど 、 用 い る 補 強 繊 維 に 応 じ て 適 宜 選 択 す れ ば よ い こ と は

云 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 工 程 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ブ 部 １ ２ に 炭 素 繊 維 ２ を 所 定 間 隔 を 置 い て 縞 状 に

設 置 す る 。 縞 状 に 設 置 す る 理 由 は 、 目 視 に よ り Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ が 埋 設 さ れ て い る 部 分 や そ の

他 の ウ ェ ブ 部 １ ２ の 外 面 に ひ び 割 れ 等 の 発 生 の 有 無 を 確 認 で き る よ う に す る た め で あ る 。

よ っ て 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ が 傾 斜 し て 斜 め に 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 炭 素 繊 維 ２ の 縞 も 斜 め と

す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 炭 素 繊 維 ２ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 へ の 定 着 は 、 従 来 、 Ｃ Ｆ ア ン カ ー 等 で な さ れ て い

た 。 従 来 の Ｃ Ｆ ア ン カ ー は 、 高 価 で あ る 上 、 前 述 の よ う に 、 本 数 を 数 え て 広 げ る な ど 、 施

工 に 非 常 に 手 間 が か か り 、 施 工 期 間 が 増 大 し て 工 費 も 増 大 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た

。 そ の 上 、 前 述 の よ う に 、 Ｃ Ｆ ア ン カ ー の 接 着 強 度 に よ り 全 体 の せ ん 断 補 強 の 強 度 が 決 ま

っ て し ま い せ っ か く の 炭 素 繊 維 ２ の 繊 維 強 度 が 生 か し 切 れ て い な い と い う 問 題 も あ っ た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 で は 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に

、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 で あ る ウ ェ ブ 部 １ ２ の 外 面 へ の 炭 素 繊 維 ２ の 定 着 を 、 複 数 の 鋼 板 ３ を

介 し て 行 っ て い る 。 具 体 的 に は 、 炭 素 繊 維 ２ の 端 部 付 近 に 鋼 板 ３ を 接 着 材 で 接 着 し 、 そ の

鋼 板 ３ を ウ ェ ブ 部 １ ２ 又 は 上 床 版 部 １ ０ や 下 床 版 部 １ １ な ど の コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 す

る こ と に よ り 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 炭 素 繊 維 ２ の 個 々 の 繊 維 に 応 力 が 集 中 し て 断 裂 す

る こ と を 防 い で い る 。 こ の た め 、 炭 素 繊 維 ２ の 繊 維 強 度 を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る こ と が で き

る 。 な お 、 炭 素 繊 維 ２ と 鋼 板 ３ と の 接 着 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 や ア ク リ ル 樹 脂 な ど の 接 着 材 が

好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 こ れ ら の 鋼 板 ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ブ 部 １ ２ に 作 用 す る 鉛 直 方 向 の 軸 方

向 力 を 拘 束 し な い よ う に 目 地 を 設 け て 所 定 間 隔 離 間 し て 設 置 す る 。 こ の た め 、 鋼 板 ３ や 炭

素 繊 維 ２ に 不 要 な 応 力 が 作 用 せ ず 、 炭 素 繊 維 ２ が ウ ェ ブ 部 １ ２ に 作 用 す る 水 平 方 向 の せ ん
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断 力 の み を 負 担 す る こ と が で き る 。 勿 論 、 目 地 の 間 隔 は 、 作 用 す る 応 力 に よ り 鋼 板 ３ 同 士

が 別 々 に 挙 動 し て も 互 い に 当 接 し な い 間 隔 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 鋼 板 ３ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 へ の 固 定 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 山 形 鋼 ３ １ を 介 し て 後 施 工

ア ン カ ー ３ ０ で 上 床 版 部 １ ０ な ど の コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 す る 。 山 形 鋼 ３ １ の 鋼 板 ３ へ

の 固 定 は 、 溶 接 や ボ ル ト 止 め 等 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 鋼 板 ３ の コ ン ク リ ー ト 躯 体

へ の 固 定 は 、 ウ ェ ブ 部 １ ２ や 下 床 版 部 １ １ へ 固 定 し て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ こ で 、 こ の 鋼 板 ３ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 へ の 固 定 は 、 重 い 鋼 板 ３ の 自 重 を 支 え る 目 的 で

行 う も の で あ り 、 後 施 工 ア ン カ ー ３ ０ も ホ ー ル イ ン ア ン カ ー 等 で 足 り る 。 な お 、 図 示 し な

い が 、 炭 素 繊 維 ２ の 下 端 部 分 も 同 様 に 山 形 鋼 ３ １ を 介 し て 後 施 工 ア ン カ ー ３ ０ で 下 床 版 部

１ １ な ど の コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ５ （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 を 適 用 し た 箱 桁 橋 １ の ウ

ェ ブ 部 １ ２ の せ ん 断 補 強 の 変 形 例 を 示 す 部 分 拡 大 鉛 直 断 面 図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 偏 心

ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 の み を 水 平 方 向 に 見 た 立 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 鋼 板 ３ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 へ の 固 定 の 変 形 例 と し て は 、 前 述 の 鋼 板

３ の 端 部 の 外 側 に 偏 心 ヘ ッ ド ３ ａ を 設 け た 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 ３ ’ で 、 炭 素 繊 維 ２ の 端 部

を 上 か ら 押 さ え 付 け て 止 付 け る こ と が 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 ３ ’ は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 鉄 筋 な ど の 棒 鋼 ３ ｂ の 先 端

に 棒 鋼 ３ ｂ の 軸 心 か ら 外 側 に 偏 心 し た 圧 着 グ リ ッ プ が 嵌 着 さ れ て 偏 心 ヘ ッ ド ３ ａ と な っ て

い る 。 こ の 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 ３ ’ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 へ の 固 定 は 、 偏 心 ヘ ッ ド ３ ａ を 上

床 版 部 １ ０ な ど の コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 形 成 し た 凹 部 １ ０ ａ に 挿 入 し 、 グ ラ ウ ト や 樹 脂 等 の

経 時 硬 化 材 （ 図 示 せ ず ） で 固 め て 固 定 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 図 示 形 態 の よ う に 、 下 方 へ 開 口 し た 凹 部 １ ０ ａ に 固 定 す る 場 合 は 、 経 時 硬 化 材 が

固 ま る ま で に 落 下 し な い よ う に 、 充 填 す る 経 時 硬 化 材 は 、 固 練 り モ ル タ ル や 粘 度 の 高 い 樹

脂 等 を 用 い る 。 こ の よ う に 、 偏 心 ヘ ッ ド ３ ａ を 用 い て 固 定 す る こ と に よ り 、 剥 が れ 易 い 炭

素 繊 維 ２ の 端 部 付 近 を 強 固 に コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 す る こ と が で き 、 せ ん 断 補 強 の 効 果

を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 以 上 説 明 し た 鋼 板 ３ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 へ の 固 定 に よ り 、 せ ん 断 補 強 工 程 が 終 了 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

（ プ レ ス ト レ ス 解 除 工 程 ）

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 で は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ に 付 与 さ れ た

プ レ ス ト レ ス を 弛 緩 又 は 解 除 す る プ レ ス ト レ ス 解 除 工 程 を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 具 体 的 に は 、 本 工 程 で は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ 又 は そ の 定 着 具 部 分 を 切 断 し て プ レ ス ト レ ス を

解 除 す る 。 こ の と き 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ を 切 断 す る 際 に 、 切 断 し た Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ の 一 部 が プ レ

ス ト レ ス の 張 力 が 急 に 無 く な っ て 飛 び 出 さ な い よ う に 防 護 ネ ッ ト な ど の 防 護 措 置 を 施 す こ

と が 好 ま し い 。 勿 論 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ の 定 着 具 部 分 を 斫 り 出 し て 、 ジ ャ ッ キ 等 で 定 着 具 部 分

を 緩 め て プ レ ス ト レ ス を 弛 緩 し て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 要 す る に 、 本 工 程 で は 、 前 述 の よ う に Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ を 切 断 し て プ レ ス ト レ ス を 解 除 す る

か 、 破 断 片 が 飛 び 出 す 事 故 が 起 こ る お そ れ が 無 い 程 度 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ に 付 与 さ れ た プ レ ス

ト レ ス を 弛 緩 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 本 工 程 の 終 了 に よ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 が 終 了 す る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】

　 以 上 説 明 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に よ れ ば 、 経 年 劣 化

等 し て い る Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ を 切 断 し て 除 去 す る の で 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ の 断 裂 に よ る 飛 び 出 し 事

故 の お そ れ を 完 全 に 払 拭 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ４ に か か る プ レ ス ト レ ス を

緩 め る 場 合 も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に よ れ ば 、 補 強 繊 維 で あ る 炭 素 繊

維 ２ に 鋼 板 ３ を 接 着 し 、 そ の 鋼 板 ３ を 上 床 版 部 １ ０ な ど の コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 す る こ

と で せ ん 断 補 強 を 行 う 。 こ の た め 、 折 り 曲 げ 等 の 応 力 集 中 に 弱 い と い う 炭 素 繊 維 ２ （ 補 強

繊 維 ） の 弱 点 を 鋼 板 ３ で 補 っ て 定 着 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 炭 素 繊 維 ２ の 強 度 を 最

大 限 に 発 揮 し て 、 繊 維 強 度 が 生 か し 切 れ て い な い と い う 問 題 を 解 消 す る こ と が で き る 。 そ

れ に 加 え 、 せ ん 断 補 強 工 事 の 施 工 が 安 全 か つ 短 時 間 に 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 施 工

費 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 そ の 上 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に よ れ ば 、 所 定 間 隔 を 置 い て ウ

ェ ブ 部 １ ２ に 不 透 明 な 炭 素 繊 維 ２ を 縞 状 に 配 置 す る の で 、 ウ ェ ブ 部 １ ２ に お け る ひ び 割 れ

等 の 発 生 の 有 無 等 を 目 視 で 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 そ れ に 加 え 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に よ れ ば 、 鋼 板 ３ に 目 地 を

設 け て 離 間 し て 設 置 す る の で 、 軸 方 向 力 を 拘 束 せ ず 、 鋼 板 ３ や 炭 素 繊 維 ２ に 不 要 な 応 力 が

作 用 し な い 。 こ の た め 、 炭 素 繊 維 ２ が ウ ェ ブ 部 １ ２ に 作 用 す る 水 平 方 向 の せ ん 断 力 の み を

負 担 す る こ と が で き 、 効 果 的 に せ ん 断 補 強 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 の せ ん 断 補 強 工 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が

、 前 述 し た 又 は 図 示 し た 実 施 形 態 は 、 い ず れ も 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て 具 体 化 し た 一

実 施 形 態 を 示 し た も の に 過 ぎ な い 。 よ っ て 、 こ れ ら に よ っ て 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 が 限 定 的

に 解 釈 さ れ て は な ら な い も の で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 特 に 、 接 着 材 を 用 い て 補 強 繊 維 を ウ ェ ブ 部 １ ２ の 外 面 に 接 着 す る 場 合 を 例 示 し て 説 明 し

た が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 補 強 繊 維 （ 炭 素 繊 維 ２ ） を ウ ェ ブ 部 １ ２ の 内 面 に 接 着 し て も 構

わ な い 。 ま た 、 補 強 繊 維 （ 炭 素 繊 維 ２ ） を ウ ェ ブ 部 １ ２ の 内 面 と 外 面 の 両 面 に 接 着 し て も

よ い 。 ウ ェ ブ 部 １ ２ の 両 面 に 補 強 繊 維 （ 炭 素 繊 維 ２ ） を 設 け る 場 合 は 、 接 着 だ け で は 、 所

望 の せ ん 断 抵 抗 力 を 確 保 で き な い 場 合 に 特 に 有 効 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ １ 】

１ ： Ｐ Ｃ 箱 桁 橋 （ 箱 桁 橋 ）

１ ０ ： 上 床 版 部

１ ０ ａ ： 凹 部

１ １ ： 下 床 版 部

１ ２ ： ウ ェ ブ 部

１ ３ ： 中 空 部

１ ４ ： Ｐ Ｃ 鋼 棒 （ Ｐ Ｃ 鋼 材 ）

２ ： 炭 素 繊 維 （ 補 強 繊 維 ）

３ ： 鋼 板

３ ０ ： 後 施 工 ア ン カ ー

３ １ ： 山 形 鋼

３ ’ ： 偏 心 ヘ ッ ド 付 き 鋼 板 （ 鋼 板 ）

３ ａ ： 偏 心 ヘ ッ ド

３ ｂ ： 鋼 棒
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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